
平成29年度 アメリカ生産性交流研修団 

(衝撃的な)気づきや実践行動への弾みへ! 
 
◆目  的 近年停滞している四国地域の労働生産性を新たな視野と角度から向上させていく
「(衝撃的な)気づきや実践行動への弾み」になるよう、先進諸国の中でも群を抜いて高い付加価
値・生産性を上げているアメリカの製造業・サービス産業の先進事例などを視察いただきます。 
 この視察を通じて、国際感覚やイノベーション・マインドを持った人財の育成に役立てていただ
ければと考えています。 
  
◆参加対象  四国内中堅・中小企業の次代を担う中堅・若手社員 
       四国内労働組合の次代を担う中堅・若手組合員   約１５名 
  
◆研修項目   
 ①新大統領の下での政治、経済、社会（ダイバーシティ等）の現状把握と異文化体験ならびに同 
  世代の中堅・若手社員との交流などによる国際的感性の涵養 
 ②スタートアップ企業にみるイノベーションの実態とリーダーシップのあり方 
 ③サービス産業におけるＩＣＴ利活用などによる新たな付加価値やサービスの創出 
 ④ＩoＴの推進や３Ｄプリンターなどを利用した製造現場の技術革新とビッグデータの活用など 
  による製造業のサービス産業化 
  
◆研修時期(予定)  平成２９年９月14日（木）～23日（土）（１０日間） 
 
◆概算費用(予定)  会員１名につき 約 95万円（エコノミー・２人１室利用、税込） 
          一般1名につき 約 115万円（エコノミー・２人１室利用、税込） 
   
◆研修内容(予定) （訪問都市、訪問先候補、研修テーマ） 
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※訪問都市、訪問先につきましては、 
訪問先の都合により変更になる場合もあります。 

機 関
･ｼﾞｪﾄﾛ ﾆｭｰﾖｰｸ事務所
　　 (ｱﾒﾘｶ経済･社会全般､四国物産品の評価･販売動向)
･ﾆｭｰﾖｰｸ日本商工会議所（日系企業の現状と課題等）

企 業 ･ﾎｰﾙﾌｰｽﾞﾏｰｹｯﾄ、ﾄﾚｰﾀﾞｰ･ｼﾞｮｰｽﾞ(ｻｰﾋﾞｽ産業の現状と課題)

機 関
･Pittsburgh Regional Alliance（ﾋﾟｯﾂﾊﾞｰｸﾞ･ﾘｰｼﾞｮﾅ
ﾙ･ｱﾗｲｱﾝｽ）(産業構造の転換に成功した事例)

大 学 ･カーネギーメロン大学（ﾛﾎﾞｯﾄ工学の最先端事例等）

企 業 ･GE最新工場(3Dﾌﾟﾘﾝﾀｰによる生産･技術革新)

機 関 ･北加日本商工会議所（日系企業の現状と課題等）

企 業

･ｼﾘｺﾝﾊﾞﾚｰのｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ、ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ企業
　　(中堅･若手社員との意見交換)
･ﾃｽﾗﾓｰﾀｰｽﾞ〔電気自動車製造〕
　　(ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業にみるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ)

★　ニューヨーク       

★　ピッツバーグ　（産業構造の転換による都市再生事例）

★　サンフランシスコ
（1）事前研修  
  と き：平成29年7月下旬（予定） 
  会 場：高松市内の会議室 
  内 容：①講演、②視察行程並びに視察手続き等  
      についての周知、③交流会 
（2）海外研修 
  平成29年9月14日（木）～23日（土） 10日間 
（3）事後評価会 
  と き：平成29年12月上旬（予定） 
  会 場：高松市内の会議室 
  内 容：①報告会・評価会、②懇親会 


